
 舗装工の出来形管理（合計6層：路床工、路盤工3層、アスファルト舗装工2層）は、従来の検査手法では
累計で約173時間要していたが、３次元データの活用により、累計で約56時間と、68％縮減されており、生産
性向上に高い効果を有している。

 また、建設機械に搭載したレーザスキャナで施工面の3次元形状を計測し、リアルタイムに出来形判定を行うととも
に、データをクラウドで共有することで、発注者との遠隔臨場にも活用した。

 レーザスキャナ装置を日本での施工管理に適用するための技術開発や、出来形計測装置の技術開発にあたって
は、地元業者が導入しやすい価格帯をコンセプトに開発を行った。さらに、維持管理段階における舗装工の3次
元データの利活用方法を提案するなど、波及性の高い取り組み。

4.河辺地区道路改良舗装工事
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【取組概要】
一般国道13号（秋田市河辺地区）の拡幅工事において、建設
機械搭載型レーザスキャナによる３次元施工管理データの
BIM/CIMを活用。
舗装工の３次元データを用いた出来形管理は、事前準備、現場
での計測、データ解析等に多くの人員・時間を要していたが、舗装工
の出来形管理の効率化を図るため、計測技術の舗装全層への適
用、舗装各層の3次元データのBIM/CIM活用について検証を実施。

推 薦 者 東北地方整備局

発 注 者 東北地方整備局 秋田河川国道事務所

業 者 名 前田道路株式会社東北支店

工 期 2021年04月01日～2022年03月25日

施工場所 秋田県秋田市

請負金額 291,170,000円
従来検査手法との比較

舗装全層に適用【建機搭載型】
選択位置の横断形状表示
（各層の横断的な出来形）

選択位置の縦断形状表示
（各層の縦断的な出来形）

任意の位置
を選択

舗装のBIM/CIM活用の具体化

作業時間 人工 人工・時間 作業時間 人工 人工・時間

事前準備 2.30 1.0 2.30 2.30 1.0 2.30

現場計測 10.00 2.0 20.00 2.00 3.0 6.00

データ解析 6.50 1.0 6.50 1.00 1.0 1.00

小計 28.80 9.30

舗装全層（６層） 1層✕6回 172.80 55.80

68削減率（％）

従来技術（地上設置型LS） 本技術（建機搭載型LS）
作業内容

舗装工
（１層、4320m2）

計測箇所
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 河川改修工事において、施工面積の約70％が水面下という条件で、起工測量をTS・UAV・地上式TLSを活用
するとともに、施工履歴機能を応用したバケットによる現地盤トレースを行い、通常は取得が困難な河床の３次
元データを取得したことで、安全で迅速かつ高精度な起工測量を達成している。

 瀬替工の計画では、施工履歴機能によって把握した河床形状を基に、掘削土砂による仮締切盛土、大型土の
う設置位置を３次元設計で行い、起工測量から本工事に至るまで、全面的にICT技術を活用しており、河川土
工では、工程を３割程度短縮する効果が得られている。

 当該現場では施工中に3度の出水により瀬替工に被害があったにも関わらず週休2日相当（4週8休）を達成
しており、効率的かつ良好な施工性を確保した。社内にICT推進チームを設置し、若手・女性職員が活躍。

5.一級河川松川筋川崎地区河川改修その３工事
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【取組概要】
一年を通して水量が多い河川であることから、早期の完成を求
められる難易度の高い現場において、起工測量における三次
元測量、仮設を含む三次元設計及びICT建設機械による河
川土工（掘削、法面整形等）まで、一連でICT技術を活用。
特に、三次元測量の際に、ICT建設機械（防水型）による
施工履歴機能を応用することで、より精度の高い河床の三次
元データを取得する等の工夫を協議により行っている。

推 薦 者 東北地方整備局

発 注 者 岩手県盛岡広域振興局土木部 河川砂防課

業 者 名 株式会社水清建設

工 期 2020年10月22日～2021年11月30日

施工場所 岩手県盛岡市

請負金額 324,583,600円
ICT建機(防水型)による河床トレース状況

ICT建機による河川土工3D設計データ

三次元データの取得状況


